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太陽光発電の巨大モニュメント 

（築造面積） 

SANYO SOLAR ARK 

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します
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Ｚ方向一次 
T3= 0.82996 s. 
bx=-0.13206 
by= 0.02999 
bz=-0.94470 
 

Ｙ方向二次 
T2= 1.49119 s. 
bx=-0.04107 
by=-0.01184 
bz= 0.00019 
 
 

Ｘ方向一次 
T4= 0.76519s. 
bx=-2.15643 
by= 0.00051 
bz= 0.02874 
 

Ｙ方向一次 
T1= 1.82741 s. 
bx=-0.00025 
by= 0.98361 
bz=-0.00452 
 

環境共生モニュメントの構築 

SANYO SOLAR ARKは単体の太陽光発電システムとしては世界最大規模を誇る地球環境との共生を目指した巨大モニュメントである。

長さ315ｍ、高さ37ｍにも及ぶSOLAR ARKは、ARK［箱船］が環境の世紀と言われる21世紀に力強く船出し、未来に向けて環境メッ

セージを発信していこうというコンセプトによってデザインされている。そのコンセプトを具現化するために、立体トラスで構成

された弓形のフォルムを持つ総重量3,000tの構造物を4本脚のみで空中に浮かせており、両端の95ｍあるキャンチレバーによってよ

りその浮遊感を強めている。南側全面に設置された5,046枚のソーラーパネルによって最大出力630kw、年間発電量53万kwの発電能

力を有し、CO2削減量は95t-C/年である。照明やサインにはLED照明とすることで長寿命、高効率化に配慮している。 

 

 

簡潔な構成による展示空間 

SOLAR ARK 中央部に組み込まれた SOLAR LAB

は、リニアな空間とすることで様々な展示の

要求に応えられるように可変性、更新性を持

つ構成としている。自然光を積極的に取り入

れた空間は、展示だけでなくくつろぎの場と

しての快適性を持ち、楽しみながら地球環境

への理解を深める場となっている。SOLAR ARK

同様 4 本脚のみで浮かせ、1 階を開放的な空

間とすることで前面に広がるランドスケープ

と一体感を持たせている。 

 

周辺環境への配慮と耐震性の確保 

SOLAR ARK の設計プロセスにおいて、風洞実

験によりソーラーパネルや構造体にかかる風

圧力を測定し、同時に周辺環境に配慮するた

め建設前後での風環境の変化を詳細に把握し

風環境評価を行っている。また、全部材をモ

デル化した数値解析により、地震時、強風時

に生じる応力、変形が設計クライテリア以下

になることを確認し、変動風力波形を多点同

時入力した時刻歴応答解析を行うことで構造

安全性の検証を重ねている。 

 

 

設計担当者 
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光溢れる展示空間 

継ぎ手部分 風力実験模型 

コンピュータ制御されたLEDによる特殊演出照明 三次元弾塑性時刻歴応答解析を行い設計クライテリアを満たしていることを確認 

内部の立体トラス 

南側全景　幅315m、高さ37mの巨大モニュメントが4本の柱で浮いている 

中央のカーテンウォールが象徴的な輝きを見せる 

SOLAR LAB 平面図 透明感のあるエントランス 外部空間と連続したアプローチ階段とEV 

地震動解析 


